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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、利益相反マネジメントを起点として大学のガバナンス体制モデルを
構築することであるが、本研究で多数の実例を分析しケースごとの対応方針を蓄積した結果、論文・学協会での
発表、共著書籍の執筆とあわせて、複数大学において全学の指針を示す利益相反管理ガイドライン作成につなが
った。また、大学教職員向けファカルティ・ディベロップメントで利益相反マネジメントの実践について本研究
で得た知見を展開するとともに、大学のガバナンスやリスクマネジメントにかかわる全国的な実務者ネットワー
クの構築を実現した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to establish a university governance model 
starting with conflict of interest management. By analyzing numerous real examples in academic 
institutions and accumulating case-specific policies, this research led to the creation of conflict 
of interest management guidelines that provide university-wide guidance at several universities. 
Results obtained in this research were shared in papers and presentations at academic conferences 
and co-authored books. Additionally, the findings from this study were disseminated through faculty 
development programs for university staff, focusing on the practical application of conflict of 
interest management. This also facilitated the creation of a nation-wide network of practitioners 
involved in university governance and risk management.

研究分野：リスクマネジメント・コンプライアンス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究開始後、イノベーション創出や社会課題解決の担い手としてスタートアップに注目が集まり、大学と大学発
のスタートアップ間の産学連携が増えている。これらの連携では、大学が技術移転の対価として知財ライセンス
料を受領し、組織の利益相反リスクが生じるなど、適時かつ適切なガバナンス体制の構築が必要とされている。
特に創業初期のスタートアップは、人的、物的、金銭的資源の面で大学に依存することが多く、放置すると大学
とスタートアップ双方のレピュテーションリスクにつながる。この課題の成果を活用し、新しい問題を共有しな
がら、実効性のあるガバナンスとリスクマネジメントの議論を進めるための基盤を築く活動が行われている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 1990 年代後半以降、産学連携の進展に伴い、大学は利益相反マネジメント体制を整備・運用
してきたが、組織ではなく個人の利益相反のみを対象とした調査・研究がほとんどである。 

一方で近年、大型の産学共同研究、大学発ベンチャー投資、技術移転収入等が注目され、大学自
体が産学連携から大きな経済的利益を得る可能性がある。経済的利益は、大学組織の意思決定の
バイアスにつながり判断を歪め、組織の利益相反とそのリスクを生じる。 

そこで本研究では、大学自体が利益を得る状況に着目し、組織と個人の利益相反マネジメントを
起点とした大学ガバナンス体制モデルを構築する。申請者はこれまで、日米大学の利益相反マネ
ジメントに関する調査研究により、マネジメント事例、事務フロー、委員会審査の考慮要素等を
明らかにし、成果から作成した教育資材を全国の大学に展開してきた(文部科学省事業)。また、
理系の研究開発経験と弁護士としての専門性を生かし、利益相反委員会事務局業務や学内外の
大学や企業からの相談対応を通じて、マネジメントの実例と課題を蓄積してきた。本研究により、
今までの成果を、大学自体が産学連携から利益を得る状況での大学ガバナンス体制モデルの構
築に展開し、大学が利益相反を認識してマネジメントしつつ、先進的な枠組みの産学連携活動を
発展させる、足かがりとしたい。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、大学が産学連携により経済的利益を得る状況において、組織と個人の利益相
反マネジメントの基本的な理論を構築し、大学ガバナンス体制構築の基盤となる研究を行うこ
とである。 

 

３．研究の方法 

 申請者らの所属部局で扱う利益相反審査案件、申請者らの所属大学やこれまで連携関係にあ
る大学等から提供された事案、から、大学発ベンチャーや大学保有特許が関係する研究を抽出・
分析し、経済的利益の発生源・類型・性質・流れ、意思決定バイアスと波及効果・利益相反リス
クを明らかにする。また、バイアスとリスクに対応したマネジメント手法を提示する。また、米
国の利益相反政策、先進事例の対処法等、同業者と実例を用いて議論し、事務処理や委員会審査
の方針となる理念を明らかにする。米国での調査は、コロナ禍前の 2019 年は現地調査を実施し
たが、コロナ感染拡大後の 2020 年以降、バーチャルカンファレンスに出席する、NCURA(National 
Council of University Research Administrators)のコンプライアンスのワークショップメン
バーとの議論を併用した。 
 
４．研究成果 
 まず、米国大学の利益相反ポリシーの分析から、大学で利益相反マネジメントの対象とすべき
活動や、産業界からの経済的利益によるバイアスが影響しうる大学・大学研究者の意思決定の対
象が明らかになった。また、研究活動の質と関係が深い撤回論文の分析から、論文公表の段階で
は、利益相反マネジメントがうまく機能しなかったことによるリスクは、データ・画像・研究結
果に対する信頼性が失われるという形で顕在化する等、バイアスや利益相反によるリスクの具
体化と対応策の策定に資する結果が得られた。 
 米国での現地調査から、特に 2018 年以降、海外政府や関連機関が研究セキュリティや研究イ
ンテグリティに与える不適切な影響を利益相反・責務相反と捉えて危機感を示されてきたこと
が明らかになった。また、日本でも、2021 年 11 月下旬に、岸田政権のもと経済安全保障推進会
議が始動して経済安全保障法制準備室が設置され，研究セキュリティ・インテグリティ確保の重
要性が示された。これに対応するため、米国大学へのヒアリングと文献調査により、米国の公的
な資金配分機関や個別の大学・研究機関が拘束力のあるどのような規制・ガイドライン・通知等
を発出して，リスク対応の指針を示してきたかを文献調査と米国大学へのヒアリング調査によ
り明らかにして、ポリシーレポートにまとめた。さらに、2023 年に、研究インテグリティの新
たな展開:安全保障上の要請と科学研究活動における大学の自律性の観点から、「大学の研究イ
ンテグリティ確保に向けた対応の課題と利益相反・責務相反マネジメント」(2023 年)を報告し
た。 
 申請者が所属部局で扱う研究課題は、90%以上が臨床研究課題である。臨床研究課題は、製薬
企業や医療機器メーカーと連携して実施されることが多いため、製薬企業との連携、医療機器メ
ーカーとの連携における利益相反マネジメントの注意点を、企業に対する啓発の視点からまと
めたのが、ビジネス法務(2022 年)である。さらに、この知見は、2024 年 3 月に発刊された中央
経済社の書籍「Q&A でわかる業種別法務「医薬品」」「Q&A でわかる業種別法務「医療機器」」でも
報告している。研究者向けには、「医学系研究の利益相反管理」(2022 年)に報告した。 
 組織ガバナンスと現場のリスクマネジメント・コンプライアンス実務を繋ぐ活動として、
UNITT(大学技術移転協議会)の年次大会で大学と大学発スタートアップとの連携も議論の題材と
したセッションをモデレーターとして企画・実施する、リサーチ・アドミニストレーターが集ま



る RA 協議会の年次大会で、リスクマネジメント・コンプライアンスをテーマにセッションを企
画し、また、実務人材が知見を共有し議論するネットワーキングセッションを開催した。このよ
うな活動の積み重ねにより、ガバナンスやリスクマネジメント・コンプライアンスに関与する現
場の実務者の全国規模のネットワーク構築が実現した。 
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